
様式２

北海道留寿都高等学校の行動計画(グローカル・アグリハイスクール宣言)

全国の農業高校の行動計画 学校において令和３年度に重点化した取組の実現状況・課題

「５つの基本方針」 「10の行動計画」 行動計画の中で重点化する取組 実現状況 課題 評価

Ⅰ ①「生徒一人一 (1)アグリマイスター顕彰制度を 日本農業技術検定 農業技術検定合格
グローカル教育 人を一層成長 推奨して、農業教育の質を向 ３級合格率２年連 率の維持と上級検
で人材を育てる させる」教育 上させます。 続80％以上(100%) 定への取り組み。
学校 を行います。 合格達成。 農業クラブの活動 ４

(2)農業クラブ活動を充実させ、 アグリマイスター の生徒教職員への
農業教育の活性化を目指しま シルバー２名取得。 理解の向上。
す。

②「世界と日本 (1)教科指導の充実を図り、国際 新しいＩＣＴ環境 新学習指導要領に
をつなぐグロ 教育の推進を図ります。 を生かし、教科間 基づいた教科間連
ーカル」教育 連携による、国際 携の模索と実現。 ４
を行います。 的視を広げる学習

ができた。

Ⅱ
地域社会・産業 ③「地域農業の (1)地域に潤いを与え、農業生産 収穫感謝祭を実施。 感染予防を前提と
に寄与する学校 生産を支える」 の意義を伝える農場運営を推 関係機関に生産物 した交流事業の進

教育を行いま 進します。 を展示し、本校農 化と学校ＰＲの実 ５
す。 業教育の意義を伝 践。

えることができた。

④「地域の農業 (1)地域の農業生産を理解し、生 地域の作物や新し 農業生産に生かす
関連産業に寄 産技術の向上を図ります。 い品目などの栽培 ことができるＩＣ
与する」教育 や学習を進めるこ Ｔ学習の推進。
を行います。 (2)実践的なＩＣＴ教育を推進し とができた。 ５

ます。 ＩＣＴ機器をを生
かした授業のバリ
エーションが増加。

Ⅲ
地球環境を守り ⑤「地球環境を (1)地球環境について科学性のあ 燃料作物などＣＯ２ 農業の環境への効
創造する学校 守り創造する」 る教育と農業の役割について 削減の具体策を学 果を実感できる学 ４

教育を行いま の学習を推進します。 ぶことができた。 習の推進。
す。

⑥「食農」教育 (1)地域機関との農業体験交流や 給食センターや小 本校生徒への教育
を推進します。 を積極的な支援と、食農教育 中学校との連携を 効果をさらに向上

の実践を図ります。 とおした食育活動 させる活動の推 ５
を実施できた 進。

Ⅳ
地域交流の拠点 ⑦「地域資源を (1)地域の気候や風土と関連付け 地域の豊かな自然 科学性のある環境
となる学校 活用する」教育 た地域農業の理解の推進を図 環境を知り、それ 教育の推進。

を行います。 ります。 を守ることの意義
を学ぶことができ ４
た。

⑧「地域交流の (1)地域の行事に積極的に参加 販売会を実施でき 地域の学校として
拠点となる」 し、地域との交流を深めます。 たことで、地域か 誇りを持って対応
教育を行いま らの期待を実感す できる教育のさら
す。 (2)福祉施設、高齢者への支援活 ることができた。 なる推進。 ４

動を積極的に推進します。 交流事業を絶やさ
ないよう、維持し
た。

⑨機関・団体と (1)地域の農業関連機関、道の駅、 農業と福祉相互理 感染予防対策を前
連携した」教 大学との連携を推進します。 解を進める教育課 提とした各機関と
育を行います。 程を実践した。 の連携の強化。

専門機関の指導に ３
よるＧＡＰ教育の
推進。

Ⅴ
地域防災を推進 ⑩「地域防災を (1)地域及び学校防災マニュアル 新施設建設に伴う 使用機器の老朽化
する学校 推進する」教 を基に、防災意識を高める教 安全教育が徹底で に伴う安全対策の

育を行います 育を教育を展開します。 きた。 強化。 ３
(2)農場施設の使用における安全
教育を推進します。


